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微分法 5 関数のいろいろな表し方と導関数 
296 

(1) 

 左辺を xについて微分すると， 
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 これと，右辺を xについて微分すると 0 になることから， 
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 左辺を xについて微分すると，1 

 右辺を xについて微分すると， 
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 これより， 1sin =-
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ポイント 

tの変化に対する xの変化の極限は
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解 
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= を tについて微分すると， 
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 よって， 
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 tax 3cos= を tについて微分すると， tta
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xを tについて微分すると， tttttt
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 yを tについて微分すると， tttttt
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 ゆえに，
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解説 
陰関数の微分 
yが xの関数であるとき， 

( )xfy = の形で表現した関数を陽関数， ( ) 0, =yxf の形で表現した関数を陰関数とよぶ。 

yが xの関数であり且つ xで微分可能な陰関数を ( ) 0, =yxf （ただし ( ) ( ) ( )yhxgyxf +=, ）

とすると， 
yは xで微分可能だから， 
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よって， 
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例題 

022 =++ cbyax （ ba, は 0 でない実数）の
dx
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を求めよ。 
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媒介変数で表された関数の微分 

1．第 1 次導関数
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これと xの tに対する瞬間変化率＝
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第 2 次導関数
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媒介変数 tを介することにより，
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 となる。 

補足：
2

2

dx
yd
の分母が 2x ，分子が 2d の理由 
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